手 順 書  －新聞を考える　広告は環境の敵？！－   　　   　  プロジェクト　リンクス

はじめにお読みください。
リナックス型環境共育プログラム開発プロジェクト(LINCS)からのメッセージ
私たち「リナックス型環境共育プログラム開発プロジェクト」（ＬＩＮＣＳ）は、「持続可能性に向けての教育」が持つ「市民性」（公正、社会的責任、相互扶助、多様性、主体性、批判性、創造性）と呼ぶべき要素を具体的かつ実践的な教材開発の取り組みを通じて明らかにし、市民社会の実現に向けた「共育」に資する教育プログラムの開発を目的として活動をしています。

　このプロジェクトの特徴は、公開性と自主性と協働性にあり、これらを統合して「リナックス型開発」と呼んでいます。

　私たちは、この「リナックス型開発」に「持続可能性に向けての教育」の特質である市民性および民主性が集約されるものだと考えています。

　プログラムを発展させるため、ご使用になった感想や意見、プログラムを修正してご使用になった場合は修正点などをぜひLINCSまでお知らせください。

	プログラム名称


新聞を考える　広告は環境の敵？！
	プログラムの目的


・新聞広告が環境に与える影響について考える。

・マスメディアと環境・社会問題の関係を考えるきっかけを得る。

	プログラムの概要


　新聞の広告を切り抜き、記事、広告、灰色広告（商品宣伝効果がある記事）に振り分け、重さを量る。次に、切り分けた広告などから、環境に悪そうな商品の種類や業界などリストする。各々の種類（業界）の商品が売れたり使われたりした時、どのような環境影響があるか、何が最も環境に悪そうかを考え、最も環境や社会に悪い広告商品やワースト３を話し合う。広告量との環境影響の関係なども考えてみる。最後に各グループの結果を発表し、各自、自分の考えをまとめる時間にする。

	対象者


・高校生以上、数人～数十人　（一グループ、３～７人程度）

・様々な社会的問題に関心の有る層がある程度含まれることが望ましい。
	プログラム作成の視点


１．広告に出ている身近な商品から環境を考えるよう配慮した。
２．「情報」という商品の特性を考える枠組みを目指した。

３．お金の流れから、環境問題の背景にある様々な問題やメカニズムにも目を向けることを目指した。

	プログラムの特徴


　このプログラムは、作業を通して広告の多さを実感できるように配慮した。そして、その広告商品が与える環境への影響を考えるような手順を踏んでいる。しかしながら、そこから、個々の商品の環境負荷を減らすことに目を向けるのではなく、様々な商品と環境影響の関係から、マスメディアの問題点や、社会的矛盾を明らかにするようなことを志向している。

	資料


・本プログラムの資料は以下の２種類です。
　手順書：ファシリテーター用の手引き書です。プログラム進行の参考資料として使用します。

　学習シート：学習者の作業用シートです。個人やグループで学習する時に使用するシートです。

　　　　　　　学習者の参考資料です。各学習項目で必要となる情報や資料を掲載しています。

・学習者用の学習シートは学習項目の順番ごとに整理して用意しておきます。はじめにすべて配らず、各学習項目で使う資料だけを随時学習者に配布します。

・各学習項目と使用する資料は、同じローマ数字の番号で対応させてあります。確認しながら進めてください。
	プログラムの流れと使用資料　形態：全→全体　グ→グループ　個→個人


　時間　約１１０分

	時間

(開始)
	項目
	学習・作業内容
	形態
	ワークシート、使用資料等

	15分

(10:00)
	Ⅰ．はじめに
	趣旨と流れの説明
	全
	プログラムのはじめに

	40分

(10:15)
	Ⅱ．広告・記事・

　　　灰色記事？
	記事と広告、灰色記事に切り分けて割合を調べる
	グ
	指示書（すすめ方）

ワークシート

	40分

(10:55)
	Ⅲ．最も環境に

悪い商品！

（ワースト３）
	環境に悪そうな商品をリストし、環境や社会に与える影響を考える
	グ
	環境予測のリスト

物とお金の流れのキーワード

	15分

(11:35)
	Ⅵ．発表
	Ⅱ・Ⅲの結果発表
	全
	（要点の板書）

	10分

(11:50)
	Ⅴ．ふりかえり

まとめ
	学んだこと、自分の意見などをメモしておく
	個
	個人的意見のまとめ




※(　　)：10:00開始の場合の時刻
	プログラムの手順


〔事前準備〕
　・１グループ３～７人程度のグループに分ける。

　・グループ毎に作業できるよう机を配置した席にしておく。 
　　（１グループにつき１カ所の新聞を広げて作業する比較的広い台または床などのスペース。）

〔用意する物〕（以下、数量は１グループにつき）
　・新聞：同一新聞を２部１組以上。
　・計り：１ｇ～５００ｇ程度を量れる重量計一台。
   　 　　（理想的には、0.1g～250gの天秤ですが、200g迄の郵便用のばねばかりでも可。）

　　切り抜いた新聞を計りにくい時は、トレイ・袋等を用意する。
　・卓上電子計算機（あれば可／四則演算が出来れば可）

　・はさみ複数　・模造紙　　マーカー・サインペン等セット　・筆記用具、メモ用紙 
Ⅰ．プログラムのはじめに　　（約１５分）　

趣旨と流れの説明　《内容：プログラムのはじめに（ねらい　など）》
・目的を確認する。
・プログラムの流れなど。
Ⅱ．広告･灰色記事･記事？　　（約４０分）

具体的作業方法は、グループへの指示書(Ⅱ)参照（配布する）。

・１グループに新聞２部１組を配布。

・使うページにしるしを付ける。

・広告を切り分ける。

・記事と灰色記事も分類し、切り分ける。

・各部の重量を量る。
・ワークシートに結果を記入する。
注)　使うページを決めてからは、裏返さないように注意を促す。

Ⅲ．最も環境に悪い広告商品！　ワースト３　  (選択ワーク：約４０分)
グループへの指示書(Ⅲ)を参照に、切り分けた広告などから、
・自動車、銀行業など種類別に分類する。

・環境に悪そうな商品・業界名を選び、「影響予測のリスト」に書き込む。
・広告量の多いものも「影響予測のリスト」に加えておく。
・次に最も悪い商品の種類・業界を決める。ワースト３を決めても良い。
　この際、エネルギーや廃棄物、他の社会的影響を含めて、ライフサイクル全体で考える。
　「物とお金の流れのキーワード」を参考に示す（グループ毎に配布）。

※広告にある具体的商品をイメージして行う。
Ⅳ．発表　　　（約１５分）
板書：広告・灰色記事の割合やワースト３の商品・種類名は板書しておく。

各グループ２～３分で最も悪い広告商品や環境に悪い記事の結果や理由など簡単に紹介しあう。

Ⅵ．ふりかえり・まとめ　記入等（約１０分）　／　締め＆事務連絡（５分）
・【個人の意見まとめ】を配布し、各自、静かに記入することを指示する。

・「マスメディアの問題点」「記事・意見の背景にある環境影響・利害関係」「情報格差」「メカニズムを考える」などワークの趣旨を再確認して終わる。

　
	プログラムの発展


　このプログラムの次のステップとしては、記事の内容が、環境や社会に与える影響を考えることがあります。広告と記事の両面から、「マスメディアと環境・社会問題の関係」をより深く考えるきっかけになれば嬉しく思います。
　また、広告ワークの続きとして、選んだワースト商品のライフサイクル（原料調達～廃棄まで）における様々な影響を模造紙などに図示するワークも可能です。
　発展例①　記事の環境を考える　 
切り分けた記事から、その記事の内容や主張が実施されるなどした時の環境に与える影響を考える。
・広告と同様に環境影響のリストを作成する。

・特定の記事について、社会や環境にどのような影響が考えられるか出し合う。など

　発展例②　環境マップ！　　　　（お金の流れと環境影響を考える）

　・最も環境に悪いと思う業種又は商品の広告を選ぶ。

　・原料・資金調達～製造・運搬～使用～廃棄まで、お金の流れと環境影響を考える。
　・模造紙にリストアップ、または図示する。
※このプログラムは、地球市民教育センターの開発教育例会で検討したものを元に開発しました。
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